
修学旅行 

学校評価アンケート 

① 子どもは自分や友達のことを大切にしている。（１００％） 

② 子どもは、自分にはいいところがあると感じている。（９１．３％） 

③ 子どもは、先生や友達から頼りにされていると感じている。（８０．０％） 

④ 子どもは、友達と仲良く、優しく接することができている。（９５．０％） 

⑤ 子どもは、「あいさつ」ができるようになってきている。（９２．６％） 

⑥ 子どもは、「ありがとう」の気持ちを伝えることができている。（９２．５％） 

⑦ 子どもは、学校の勉強を「わかった・できた」と感じていると思う。（８０．１％） 

⑦  子どもは、家庭学習を、学年の目安の時間（低学年３０分以上、中学年４０分以上、

高学年５０分以上）している。                （５６．３％） 

⑧ 子どもは、家庭学習を、自分で計画を立ててしている。（５３．８％） 

⑨ 子どもは、学校や家で、１カ月に２冊程度、本を読んでいる。（５２．５％） 

⑩子どもは、「早寝・早起き・朝ご飯・手洗い」  など健康のことを考えた生活をしている。 

                                                     （８５．１％） 

⑪子どもは、外で元気に遊ぶなど、体を動かしている。（７３．８％） 

⑫子どもは、登下校や遊びの時など、安全な過ごし方を考えて行動している。（９２．６％） 

⑬子どもは、地域のよさを見つけたり、地域の人に感謝したりして過ごしている。（７８．８％）                  

⑭子どもは、「学校は楽しい」と思っている。（９２．６％）  

人権教室 

【学校教育目標】自己実現に向かい心身ともに豊かで自ら学ぶ高木っ子の育成 

 

 

 

 

 

６年生が、１０月１５日（水）～１６日（木）に、修学旅行で長崎と佐賀に行き

ました。学校での学習に加えて、原爆資料館等の現地に足を運び、何かを感じる

ことがとても重要であると考えます。６歳のときに被爆され、現在８６歳になられる八

木道子さんにもお会いし、原爆投下前後の長崎や人々の様子、その時の思いな

どたくさんのお話をうかがいました。お話の最後に「戦争をなくすためには、まず友達

を大切にしてください。」とお話されたことが特に心に残りま 

した。子どもたちにとって、戦争の悲惨さや残酷さ、平和を 

守っていくことの大切さ等の学びを深める機会となりました。 

 

 

 １０月２１日（火）に県の「コッコロ隊」を学校に招き、 

人権教室を開きました。人権啓発キャラクター「コッコロ」 

と一緒にクイズやダンスを通して、身近な人権について 

楽しみながら考える機会となりました。 

 

 

 学校評価アンケートのご協力ありがとうございました。結果を分析し、今後の取

組に生かしていきます。 ※ （  ）内は、肯定的な回答（「よくあてはまる」＋「ややあてはまる」） 
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